
JP 2013-16663 A5 2014.3.13

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第２区分
【発行日】平成26年3月13日(2014.3.13)

【公開番号】特開2013-16663(P2013-16663A)
【公開日】平成25年1月24日(2013.1.24)
【年通号数】公開・登録公報2013-004
【出願番号】特願2011-148736(P2011-148736)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｇ   9/028    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｇ   9/02    ３３１Ｆ
   Ｈ０１Ｇ   9/02    ３３１Ｈ

【手続補正書】
【提出日】平成26年1月23日(2014.1.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１】
　陽極リードを導出する導出面と、前記導出面に対向する底面と、前記導出面および前記
底面に接する側面を備え、多孔質層を有した弁作用金属からなる陽極体と、前記陽極体の
表面に形成された誘電体層と、前記誘電体層の表面に形成された導電性高分子層と、前記
導電性高分子層の表面に順次形成されたグラファイト層および銀ペースト層とを備えたコ
ンデンサ素子を有し、前記コンデンサ素子は外部接続端子と電気的に接続するとともに、
絶縁材料により全面を覆う外装を備える固体電解コンデンサであって、前記導電性高分子
層は第一の導電性高分子層と第二の導電性高分子層を有し、前記第一の導電性高分子層は
、前記底面および前記側面の少なくとも一部を覆い、かつ、前記導出面の少なくとも一部
を開放して成り、前記第二の導電性高分子層は、前記第一の導電性高分子層と前記導出面
を覆って成ることを特徴とする固体電解コンデンサ。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　本発明の固体電解コンデンサは、陽極リードを導出する導出面と、前記導出面に対向す
る底面と、前記導出面および前記底面に接する側面を備え、多孔質層を有した弁作用金属
からなる陽極体と、前記陽極体の表面に形成された誘電体層と、前記誘電体層の表面に形
成された導電性高分子層と、前記導電性高分子層の表面に順次形成されたグラファイト層
および銀ペースト層とを備えたコンデンサ素子を有し、前記コンデンサ素子は外部接続端
子と電気的に接続するとともに、絶縁材料により全面を覆う外装を備える固体電解コンデ
ンサであって、前記導電性高分子層は第一の導電性高分子層と第二の導電性高分子層を有
し、前記第一の導電性高分子層は、前記底面および前記側面の少なくとも一部を覆い、か
つ、前記導出面の少なくとも一部を開放して成り、前記第二の導電性高分子層は、前記第
一の導電性高分子層と前記導出面を覆って成ることを特徴とする。
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